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　「
走
れ
メ
ロ
ス
」
は、
「
新
潮
」︵
第
三
七
年
第
五
号、
昭
和
一
五
年
五
月
一
日
︶
に
発
表
さ
れ
た。
周
知
の
よ
う
に「
走
れ
メ
ロ
ス
」
は、
小
栗
孝
則
訳﹃
新
編
シ
ラ
ー
詩
抄
﹄︵
改
造
社、
昭
和
一
二
年
七
月
二
〇
日
︶
所
収
の「
人
質
　
譚
詩
」
を︿
直
接
参
考
に
し
た
﹀
⑴
とされ、登場人物名、台詞や表現に類似点が多く認められる。しかし、シラーの
詩
が、
メ
ロ
ス
に
よ
る
王
へ
の
襲
撃
場
面
か
ら
始
ま
る
の
に
対
し、
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
で
はメロスが羊飼いで、妹の婚礼の準備のためにシラクスへ買い物にやって来たことから始まり、セリヌンティウスが石工であるという設定や、メロスの葛藤をはらんだモノローグ、群衆が「王様万歳」を叫んだり、マントを持った少女が登場したりする場面などが付け加えられており、シラーの「人質」に依りながらも太宰の創作部分 多く含まれることは、既に多くの先行論で指摘されている。そして太宰が加筆し
た箇所の中には、作品世界を理解する上で重要な内
容が含まれている。　
そもそも「人質」の典拠は、ローマのヒュギーヌスによる伝説とされている
が、
こ
の
伝
説
は
箕
作
麟
祥
訳
述﹃
泰
西
勧
善
訓
蒙
﹄︵
明
治
四
年
辛
未
仲
秋
刊、
名
古
屋
学
校
︶
の
下
巻
一
八
一
章
が、
日
本
で
最
初
の
紹
介
と
さ
れ
る
⑵。「
是
レ
朋
友
交
誼
ノ
厚
キ
規
範
ト
為
ス
ニ
足
ル
可
シ
」
⑶と
い
う
結
句
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に、
強
い
友
情
関
係
を規範とする考え方が示されている。それは明治二三年の
「教育勅語」
中の
︿朋
友相信シ﹀という、トップダウンによって示された徳目とも整合する。
「友情」
というコンセプトは、
「人質」
ひいては
「走れメロス」
を受容する上での主要コー
ド
と
い
え
る
だ
ろ
う。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ、
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
が
中
学
校
二
年
生
の
国
語
科
教
科
書
五
社
全
て
に
採
録
さ
れ︵
二
〇
一
九
年
四
月
現
在
︶、
長
く
指
導
用
教
材
と
さ
れ
ていることも理解しやすい。　「
走
れ
メ
ロ
ス
」
は、
教
材
論・
文
学
研
究
に
わ
た
り
既
に
論
考
も
多
い
が、
本
論
で
は
太
宰
に
よ
る
加
筆
部
分
を
対
象
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
で
メ
ロ
ス
の
人
物
像
を
再
検
討
し、
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
の
世
界
像
を
再
構
築
す
る
と
と
も
に、
そ
れ
に
基
づ
い
た
国
語
教
育
上
の
指導内容を新たに提示した 。
太宰治「走れメロス」論
―
「信頼されてゐる」ことをめぐって
―
木村
　　
功
　
本
論
で
は、
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
の
主
人
公
メ
ロ
ス
の
人
物
像
を、
「
葡
萄
の
季
節
」、「
二
つ
の
約
束
」、「
信
頼
さ
れ
て
ゐ
る
」
こ
と
の、
三
つ
の
観
点
か
ら
読
み
な
お
し
た。
「
葡
萄
の
季
節
」
で
は、
メ
ロ
ス
と
妹
婿
に
な
る
牧
人
の、
結
婚
式
の
時
期
の
齟
齬
か
ら
見
え
て
く
る
問
題
を
指
摘
し
た。
「
二
つ
の
約
束
」
で
は、
王
と
セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
二
人
に
と
っ
て
の
約
束
の
意
味
の
相
違
に
注
目
し、
メ
ロ
ス
が
セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス
へ
の
意
識
が
低
い
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で、
メ
ロ
ス
が「
信
頼
さ
れ
て
ゐ
る
」
こ
と
の
意
味
を
理
解
し
た
こ
と
が、
「
恐
ろ
し
く
大
き
い
も
の
」
と
い
う
発
言
に
繋
が
る
と
考
え
た。
以
上
の
考
察
か
ら、
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
は
友
情
を
テーマとする作品というだけでなく、他者から信頼される意味を理解することに注目した作品であることを明らか
にした。
K
eyw
ords ：葡萄の季節、二つの約束、信頼されてゐる、恐ろしく大きいもの
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こ
れ
が
花
婿
が
断
れ
な
く
す
る
た
め
の
外
堀
を
埋
め
る
策
だ
と
し
て
も︵
︿
単
純
な
男
﹀
と
い
う
説
明
と
矛
盾
す
る
よ
う
だ
が
︶、
こ
こ
に
も
メ
ロ
ス
の
独
断
専
行
ぶ
り
を
認
め
る
こ
と
は可能なのである。　
メ
ロ
ス
の
人
物
像
に
つ
い
て
は、
︿
邪
悪
に
対
し
て
は、
人
一
倍
に
敏
感
で
あ
つ
た
﹀
と
冒
頭
部
で
述
べ
ら
れ
る
た
め
に
正
義
感
の
強
い
人
間
と
理
解
さ
れ
が
ち
で
あ
る。
し
か
し、
︿メロスは、単純な男であつた。
﹀とあるように、王城に一人乗り込んで捕縛さ
れた挙げ句、妹の挙式を理由にセリヌンティウスを人質にすることを、本人の了解なしに王に申し出てしまう、短絡的で身勝手な振る舞いが認められる。人質
案
は、
後
で
セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス
本
人
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
た
が、
「
人
質
」
に
も
描
か
れないメロスの独断は問題点と て残る。そして妹の結婚の準備話も、そうしたメロスの一貫した短絡的な独断先行ぶりを物語るエピソードの一つとして配置されていたのである。　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら、
メ
ロ
ス
は︿
邪
悪
に
対
し
て
は、
人
一
倍
に
敏
感
で
あ
つ
た。
﹀
と
は
い
う
も
の
の、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
メ
ロ
ス
の
価
値
観
の
中
で
の
正
義
感
な
の
で
あ
り、
社会的人間関係におけるメロスは、専ら短絡的で自己中心的な言動を採る人物であることを、語り手は物語っていたといえよう。それ はなぜ語り手は、そのような人物を物語の中心に据えるのか
という疑問が次に生じることになる。
　　
二、二つの約束とメロスの変容
　
メロスが王との間で交わした約束は、三日後の夕方までに王城へ戻ってくる
こと、戻ってこなければセリヌンティウスを処刑するというものであった。ただし、ディオニスは︿生意気な 言ふわい。どうせ帰つて来ないにきまつてゐる。この嘘つきに騙さ た振りして 放し やる も面白 。さうして身代りの男を 三日目に殺してやるのも気味がいい。人 、これだ ら信じられぬと、わしは悲しい顔し 、そ 身代りの男 磔刑に処してやるのだ。世の中の、
正
直
者
と
か
い
ふ
奴
輩
に
う
ん
と
見
せ
つ
け
て
や
り
た
い
も
の
さ。
﹀
と
述
べ
て
い
る
ように、約束が果たされるものとは考えてい い。この約束は、そ 申し込みもそうであったように、メロスから王に対して一方的になされたものであ たからである。ディオニス 、メロスとの約束を反故にして、セリヌンティウスを勝手に処刑することもできた筈である。そうしなかったのは、メロスと う男が約束を果たせず
︿身代りの男﹀を処刑することで、
︿人は、これだから信
じられぬ﹀という自身の不信を、改めて市民へ示す機会として利用しようとしたからである。　
その約束の日の早朝を迎えたメロスについて、以下のように物語られる。
　　
 けふは是非とも、あの王に、人の信実の存するところを見せてやらう。さう
し
て
笑
つ
て
磔
の
台
に
上
つ
て
や
る。
メ
ロ
ス
は、
悠
々
と
身
仕
度
を
は
じ
め
た。
雨
も、
い
く
ぶ
ん
小
降
り
に
な
つ
て
ゐ
る
様
子
で
あ
る。
身
仕
度
は
出
来
た。
さ
て、
メロスは、ぶるんと両腕を大きく振つて、雨中、
矢の如く走り出た。
　　
 　
私は、今宵、殺される。殺される為に走るのだ。身代りの友を救ふ為に
走
る
の
だ。
王
の
奸
佞
邪
智
を
打
ち
破
る
為
に
走
る
の
だ。
走
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ。
さうして、私は殺される。若い時から名誉を守れ。さらば、ふるさ 。
　
この時のメロスは、二つの約束をしている。前述したように、一つは王に対
して、
死刑になるために夕方までに戻って来るというものである。さもなくば、
人質のセリヌンティウスがメロスの代わりに死刑に処せられるというものである。二つは セリヌンティウスに、自分の身代わりに人質になって貰う代わりに、
夕
方
ま
で
に
は
必
ず
帰
っ
て
来
る
と
い
う
も
の
で
あ
る。
そ
し
て
ど
ち
ら
の
約
束
も、
メロスが王城へ帰還することで、果たされる約束である。メロス してみれば自分が王城にさえ帰還すれば、同時に二つの約束が果たされるという単純極まりない約束であった。しかし、
メロスには一つの同じ約束に見えていても、
ディ
オニス、セリヌン
ティウスそれぞれの立場からみれば、それは同じ約束という
わけでは 。　
ディオニスにとってのメロスの約束は、メロス自身の死刑を行うことを延期
しているだけで、約束が守られれば予定通りメロスを対象 死刑を行い、約束が守られなければ身代わりの男を死刑にする、というものであった。ところがセリヌンティウスにとっての約束は、メロスが戻ってこられるかどうかで、自分の生死が左右されるという、自分の命運を友人に預けなければならないものであった。そ その約束も自分 意思とは関係がなく 王 メロ との間で決められたものであり、勝手に約束をしたメロス 信じて 命を預けるという無益も極まりないものであった。このように、生死がかかっているだけに、約束の重みはセリヌンティウスの方が重 と えよう。ところがその事が、メロスには十分理解出来て ないことが、
語り手によって物語られているのである。
木村　　功
（ 2 ）
　　
一、メロスと葡萄の季節
　
メ
ロ
ス
の
人
物
像
を
理
解
す
る
上
で、
冒
頭
の︿
メ
ロ
ス
は
激
怒
し
た。
﹀
の
一
文
か
ら
はじまり、
︿メロスには政治がわからぬ。メロスは、
村の牧人である。笛を吹き、
羊と遊んで暮らしてきた。けれども邪悪に対しては、人一倍に敏感であつた。
﹀
と
い
う
語
り
手
の
紹
介
は、
︿
の
ん
き
な
メ
ロ
ス
﹀
が
有
す
る
正
義
漢
と
し
て
の
一
面
を
読
者に印象づける。東郷克美は︿メロスは激怒した。
﹀の冒頭文を評価し、
︿この
一文は「単純」で正義感の強いメロスの性格をいち早く暗示している﹀と指摘し、
︿
こ
の
作
品
は
そ
の「
激
怒
」
の
底
に
あ
る
メ
ロ
ス
の
正
義
感
と
厚
い
友
情
が
緊
張
を
は
ら
み
つ
つ
高
ま
り、
最
後
に
一
挙
に
カ
タ
ル
シ
ス
を
迎
え
る
ま
で
の
物
語
だ。
﹀
⑷
と
述
べている。しかしその一方で、
怒りに駆られて王城へ単独で乗り込むような
︿単
純な男﹀とされ、親友であるはずのセリヌンティウスを、本人の了解を得る前に人質に差し出し、あまつさえ暴君との間で、自
分が約束を守れなかった時は
死刑にしてよい いう約束ま 取り交わしてしまう身勝手さも メロスは併せ持つ。本章では、メロスの人物像を理解する上で、注目されることのなかったエピソードを分析することで メロスの人物像に新たな一面を追加したい。　
最初に本論で注目したいのは、メロスと妹の結婚相手である牧人とのやりと
りである。作品冒頭で語り手は、メロスの家族構成について述べた後、妹について︿結婚式も間近かなのである。メロス 、それゆゑ 花嫁 衣裳やら祝宴の御馳走やらを買ひに、はるばる市にやつて来たのだ。
﹀と紹介している。
︿祝
宴の御馳走﹀を市へ買いに来ていることからも メロスの妹の︿結婚式も間近か﹀であることが分かる。ところが、メロス 妹 結婚相手の間 は、興味深い齟齬が確認できる。以下はそのくだり　　
 「市
に
用
事
を
残
し
て
来
た。
ま
た
す
ぐ
市
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ。
あ
す、
お
ま
への結婚式を挙げる。早いはう
がよからう。
」
　　　
妹は頬をあからめた。
　　
 「う
れ
し
い
か。
綺
麗
な
衣
裳
も
買
つ
て
来
た。
さ
あ、
こ
れ
か
ら
行
つ
て
村
の
人
た
ちに知らせて来い。結婚式は、あすだと。
」
　　　
︵中略︶
　　
 　
眼が覚めたのは夜だつた。メロスは起きてすぐ、花婿の家を訪れた。さ
うして、少し事情があるから、結婚式を明日にしてくれ、と頼んだ。婿の
牧
人
は
驚
き、
そ
れ
は
い
け
な
い、
こ
ち
ら
に
は
未
だ
何
の
仕
度
も
出
来
て
ゐ
な
い、
葡萄の季節まで待つてくれ、と答へた。
︵傍線引用者、以下同︶
　︿
結
婚
式
も
間
近
か
﹀
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず、
妹
の
婿
に
な
る
牧
人
は
傍
線
部
の
よ
うに、結婚式の準備について︿こちらには未だ何の支度も出来てゐない、葡萄の季節まで待つてくれ﹀とメロスに応えているのである。舞台となっているシチリア島は 作品中に「ゼウス」の名が登場するように、ギリシア人から葡萄栽培が伝えられた、イタリアでも古いワイン産地である。牧人のいう︿葡萄の季節﹀とは、挙式の支度の都合が述べられる文脈から考えて、葡萄の一般的な収
穫
期
で
あ
る
八、
九
月
頃
を
指
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る。
メ
ロ
ス
同
様
村
に居住している牧人は、自身でも葡萄を栽培し おり、収穫期に販売した利益で、
祝
宴
の
支
度
を
調
え
よ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う。
︿
牧
人
の
社
会
で
は、
花
婿
は結婚 先立っ 、
花嫁の兄に「婚資」を差し出す
必要があり、
そのためには、
花
婿
は
是
非
と
も
収
穫
の
季
節
ま
で
結
婚
を
待
つ
必
要
が
あ
っ
た。
﹀
⑸
と
す
る
先
行
研
究
もある。　
こ
こ
で、
メ
ロ
ス
が
セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス
を
暴
君
の
人
質
と
し
た
夜、
︿
初
夏、
満
天
の
星
で
あ
る。
﹀
と
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
想
起
し
て
も
ら
い
た
い。
特
に「
初
夏
」
に
つ
い
ては、
︿夏のはじめ。陰暦四月の異称。渡部芳紀氏「
﹃走れメロス﹄の魅力︵
「月
刊
国
語
教
育
」
平
成
八
年
五
月
︶
は「
一
回
り
大
き
な
時
間
」
が
示
さ
れ
た
と
見
る。
﹀
と
い
う、
人
間
の
時
間
と
そ
れ
を
包
摂
す
る
自
然
の
時
間
へ
注
目
し
た
言
及
が
あ
る
⑹。
し
か
この「初夏」の提示は、
舞台となっている時間を提示しているだけではなく、
メロスの人物像とも関わっている。　
イタリアは地中海性気候で知られるが、日本と同じように温帯気候で四季が
あり、
ここで語り手が述べる初夏も日本と同じ六月初旬と考えられる。そして、
牧
人
の
い
う︿
葡
萄
の
季
節
﹀
で
あ
る
収
穫
期
が
八、
九
月
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と、
メ
ロ
ス
は︿
結
婚
式
も
間
近
か
な
の
で
あ
る。
﹀
と
し
て
妹
の
結
婚
式
の
準
備
を
進
め
て
い
る
が、
両
者
の
間
で
は
大
体
二、
三
ヵ
月
の
時
間
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る。
こ
の
ことが意味しているのは他でもない、妹婿となる相手と、言い換えれば婚資を用意す 必要性のある結婚の当事者と、然るべき挙式の時期を相談することもないまま、
メロスが独断専行によって準備を進めていたことが分かるのである。
ついでに言うと、相手 牧人が 要請を受け入れるよりも先に、村人たち
は「
結
婚
式
は、
あ
す
」
だ
と
い
う
こ
と
が
知
れ
渡
っ
て
い
る
こ
と
も
勘
案
す
れ
ば、
太宰治「走れメロス」論
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こ
れ
が
花
婿
が
断
れ
な
く
す
る
た
め
の
外
堀
を
埋
め
る
策
だ
と
し
て
も︵
︿
単
純
な
男
﹀
と
い
う
説
明
と
矛
盾
す
る
よ
う
だ
が
︶、
こ
こ
に
も
メ
ロ
ス
の
独
断
専
行
ぶ
り
を
認
め
る
こ
と
は可能なのである。　
メ
ロ
ス
の
人
物
像
に
つ
い
て
は、
︿
邪
悪
に
対
し
て
は、
人
一
倍
に
敏
感
で
あ
つ
た
﹀
と
冒
頭
部
で
述
べ
ら
れ
る
た
め
に
正
義
感
の
強
い
人
間
と
理
解
さ
れ
が
ち
で
あ
る。
し
か
し、
︿メロスは、単純な男であつた。
﹀とあるように、王城に一人乗り込んで捕縛さ
れた挙げ句、妹の挙式を理由にセリヌンティウスを人質にすることを、本人の了解なしに王に申し出てしまう、短絡的で身勝手な振る舞いが認められる。人質
案
は、
後
で
セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス
本
人
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
た
が、
「
人
質
」
に
も
描
か
れないメロスの独断は問題点と て残る。そして妹の結婚の準備話も、そうしたメロスの一貫した短絡的な独断先行ぶりを物語るエピソードの一つとして配置されていたのである。　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら、
メ
ロ
ス
は︿
邪
悪
に
対
し
て
は、
人
一
倍
に
敏
感
で
あ
つ
た。
﹀
と
は
い
う
も
の
の、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
メ
ロ
ス
の
価
値
観
の
中
で
の
正
義
感
な
の
で
あ
り、
社会的人間関係におけるメロスは、専ら短絡的で自己中心的な言動を採る人物であることを、語り手は物語っていたといえよう。それ はなぜ語り手は、そのような人物を物語の中心に据えるのか
という疑問が次に生じることになる。
　　
二、二つの約束とメロスの変容
　
メロスが王との間で交わした約束は、三日後の夕方までに王城へ戻ってくる
こと、戻ってこなければセリヌンティウスを処刑するというものであった。ただし、ディオニスは︿生意気な 言ふわい。どうせ帰つて来ないにきまつてゐる。この嘘つきに騙さ た振りして 放し やる も面白 。さうして身代りの男を 三日目に殺してやるのも気味がいい。人 、これだ ら信じられぬと、わしは悲しい顔し 、そ 身代りの男 磔刑に処してやるのだ。世の中の、
正
直
者
と
か
い
ふ
奴
輩
に
う
ん
と
見
せ
つ
け
て
や
り
た
い
も
の
さ。
﹀
と
述
べ
て
い
る
ように、約束が果たされるものとは考えてい い。この約束は、そ 申し込みもそうであったように、メロスから王に対して一方的になされたものであ たからである。ディオニス 、メロスとの約束を反故にして、セリヌンティウスを勝手に処刑することもできた筈である。そうしなかったのは、メロスと う男が約束を果たせず
︿身代りの男﹀を処刑することで、
︿人は、これだから信
じられぬ﹀という自身の不信を、改めて市民へ示す機会として利用しようとしたからである。　
その約束の日の早朝を迎えたメロスについて、以下のように物語られる。
　　
 けふは是非とも、あの王に、人の信実の存するところを見せてやらう。さう
し
て
笑
つ
て
磔
の
台
に
上
つ
て
や
る。
メ
ロ
ス
は、
悠
々
と
身
仕
度
を
は
じ
め
た。
雨
も、
い
く
ぶ
ん
小
降
り
に
な
つ
て
ゐ
る
様
子
で
あ
る。
身
仕
度
は
出
来
た。
さ
て、
メロスは、ぶるんと両腕を大きく振つて、雨中、
矢の如く走り出た。
　　
 　
私は、今宵、殺される。殺される為に走るのだ。身代りの友を救ふ為に
走
る
の
だ。
王
の
奸
佞
邪
智
を
打
ち
破
る
為
に
走
る
の
だ。
走
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ。
さうして、私は殺される。若い時から名誉を守れ。さらば、ふるさ 。
　
この時のメロスは、二つの約束をしている。前述したように、一つは王に対
して、
死刑になるために夕方までに戻って来るというものである。さもなくば、
人質のセリヌンティウスがメロスの代わりに死刑に処せられるというものである。二つは セリヌンティウスに、自分の身代わりに人質になって貰う代わりに、
夕
方
ま
で
に
は
必
ず
帰
っ
て
来
る
と
い
う
も
の
で
あ
る。
そ
し
て
ど
ち
ら
の
約
束
も、
メロスが王城へ帰還することで、果たされる約束である。メロス してみれば自分が王城にさえ帰還すれば、同時に二つの約束が果たされるという単純極まりない約束であった。しかし、
メロスには一つの同じ約束に見えていても、
ディ
オニス、セリヌン
ティウスそれぞれの立場からみれば、それは同じ約束という
わけでは 。　
ディオニスにとってのメロスの約束は、メロス自身の死刑を行うことを延期
しているだけで、約束が守られれば予定通りメロスを対象 死刑を行い、約束が守られなければ身代わりの男を死刑にする、というものであった。ところがセリヌンティウスにとっての約束は、メロスが戻ってこられるかどうかで、自分の生死が左右されるという、自分の命運を友人に預けなければならないものであった。そ その約束も自分 意思とは関係がなく 王 メロ との間で決められたものであり、勝手に約束をしたメロス 信じて 命を預けるという無益も極まりないものであった。このように、生死がかかっているだけに、約束の重みはセリヌンティウスの方が重 と えよう。ところがその事が、メロスには十分理解出来て ないことが、
語り手によって物語られているのである。
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葉も読者には皮肉としか読めない。　
しかし、そんな中でもメロスの意識は、以下のように次第にセリヌンティウ
スと彼からの信頼へ向かい始めていることが分かる。　　
 セリヌンテイウスよ、ゆるしてくれ。君は、いつでも私を信じた。私も君を、欺かなかつた。私たちは、本当に佳い友と友であつたのだ。いちどだつ
て、
暗
い
疑
惑
の
雲
を、
お
互
ひ
胸
に
宿
し
た
こ
と
は
無
か
つ
た。
い
ま
だ
つ
て、
君は私 無心に待つてゐるだらう。ああ、
待つてゐるだらう。ありがたう、
セリヌンテイウス。よくも私を信じてくれた。それを思へば、
たまらない。
友と友の間の信実は、この世で一ばん誇るべき宝なのだからな。
　
この後、
︿やんぬる哉。
―
四肢を投げ出して、うとうと、まどろんでしま﹀
うものの、メロスは水音を聞いて泉の清水を一口飲み、疲労の回復とともに気力を取り戻す。この時メロスの意識に、大きな変化が生じている事に着目したい。　　
 日没までには、まだ間がある。私を
、待つてゐる人があるのだ。少しも疑
は
ず、
静
か
に
期
待
し
て
く
れ
る
人
が
あ
る
の
だ。
 私
は、
信
じ
ら
れ
て
ゐ
る。
私
の命なぞは、問題ではない。死んでお詫び、なぞと気のいい事は言つ 居られぬ。
私は、
信頼に報いなければならぬ。
いまはただその一事だ。
走れ！
メロス。
　　
 　
私は信頼されてゐる。私は信頼されてゐる。先刻の、
あの悪魔の囁きは、
あれは夢だ。悪い夢だ。忘れてしまへ。
　
既述したように、ここに至るまでのメロスは、王に対して信実を示すために
走っていた。言い換えれば、約束通り戻っても死刑に処せられるにもかかわらず、王と交わした約束を守るべく自分の名誉をかけて走っていたのである。しか
し、
泉
の
水
を
一
口
飲
ん
だ
後、
再
び
歩
き
は
じ
め
た
メ
ロ
ス
は、
︿
肉
体
の
疲
労
恢
復
と共に、わづかながら希望が生まれた。義務遂行の希望である。わが身を殺して、
名
誉
を
守
る
希
望
で
あ
る。
﹀
と、
そ
れ
ま
で
の
よ
う
に
自
身
の
名
誉
を
意
識
し
な
が
らも、次には︿私を、待つてゐ
る人があるのだ。少しも疑はず、静かに期待し
て
く
れ
る
人
が
あ
る
の
だ。
﹀
と
述
べ
る
よ
う
に
な
る。
こ
こ
で
メ
ロ
ス
が
い
う︿
待
つ
て
ゐる人﹀というのは、ディオニスではなく、セリヌンティウスその人であることは言を俟たない。メロスの意識の正面にようやくセリヌンティウスが据えられ
た
の
で
あ
る。
そ
し
て、
メ
ロ
ス
は︿
私
は、
信
じ
ら
れ
て
ゐ
る。
﹀、︿
私
は、
信
頼
に
報いなければならぬ。
﹀、︿私は信頼されてゐる。
﹀と繰り返すようになる。つま
り、王との約束の刻限までに王城へ帰還して約束を果たすことで命を救うという約束を、
セリヌンティウスから︿信じられてゐる﹀ことを自覚したメロスは、
その︿信頼に報い﹀るために走るようになったのである。　
明
ら
か
な
よ
う
に
こ
こ
に
は、
デ
ィ
オ
ニ
ス
と
の
約
束
を
果
た
す
こ
と
で
信
実
を
示
し、
自分の名誉を守るために走 メロスから、セリヌンティウ の命がけの信頼に応えるために走るメロスへの変容が認め
られる。王との約束の履行は︿若い時
か
ら
名
誉
を
守
れ。
﹀
と
い
う
メ
ロ
ス
自
身
の
名
誉
意
識
と
結
び
つ
い
た、
自
己
中
心
的
な
理由に基づくものであ が セリヌンティウ
スからの信頼に報いようとするの
は、
他
者
と
の︿
愛
と
信
実
﹀
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る。
︿
信
頼
さ
れ
て
ゐ
る
﹀
こ
と
を
強調した表現が繰り返されることで 読者にはメロスの変容が強く意識されることになる。 くしてメロスは、自分の弱 心から立ち直 と同時に、セリヌンティウスからの信頼を意識した真の意味での︿愛と信実 に覚醒したといえるのである。
　　
三、
﹁もつと大きい大きい︵恐ろしく大きい︶もの﹂
　
考察の対象の最後は、刑場へ向かうメロスの前にセリヌンティウスの弟子の
フィロストラトスが現れ、メロスを押しとどめようとした場面 、メロスの以下の発言である。　　　
 「やめて下さい。
走るのは、
やめて下さい。
いまはご自分のお命が大事です。
あの方は、あなたを信じて居りました。刑場に引き
出されても、平気でゐ
ました。王様が、さんざんあの方をからかつても、メロスは来ます、とだけ答へ、強い信念を持ちつづけ ゐる様子でございました。
」
　　
 「そ
れ
だ
か
ら、
走
る
の
だ。
信
じ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
走
る
の
だ。
間
に
合
ふ、
間
に
合はぬは問題でな のだ。人の命も問題でないのだ 私は、なんだか、もつと大きい大きいもの︵木村注
―
﹃女の決闘﹄河出書房、昭和一五年六
月一五日より、
「恐ろしく大きいもの」と改められた。
︶の為に走つてゐる
木村　　功
（ 4 ）
　
前
述
し
た
よ
う
に
三
日
目
早
朝
の
起
床
場
面
で
メ
ロ
ス
は、
︿
け
ふ
は
是
非
と
も、
あ
の
王
に、
人
の
信
実
の
存
す
る
と
こ
ろ
を
見
せ
て
や
ら
う。
﹀
と
述
べ
て
お
り、
走
り
出
た
時
に
も︿
若
い
時
か
ら
名
誉
を
守
れ。
﹀
と
自
分
に
呼
び
か
け
て
い
る。
こ
の
こ
と
か
ら
メ
ロ
スの意中では、セリヌンティウスとの約束よりも、王を強く意識していることが
窺
え
る。
既
に
高
木
ま
さ
き
に、
︿
も
と
も
と
メ
ロ
ス
は「
名
誉
」
を
気
に
す
る
見
栄
っ
張
り
の
と
こ
ろ
が
あ
る。
︵
中
略
︶
メ
ロ
ス
は
確
か
に
「
信
実
」
の
た
め
に
走
っ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
「
信
実
の
存
す
る
と
こ
ろ
を
見、
せ、
て、
や、
ろ、
う、
。」、「
若
い
と
き
か
ら
名、
誉、
を、
守、
れ、
。」
な
ど
と
言
う
言
葉
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
強
く
、
見、
え、
＝
見、
栄、
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。﹀
⑺との指摘があり、
︿「人質」にはそのような言葉は見られず、
「正義」
や「
名
誉
」
は「
走
れ
メ
ロ
ス
」
特
有
の
価
値
観
で
あ
る
と
言
え
る。
﹀
⑻
と
い
う
言
及
も
ある。そして、これら「信実」
「名誉」
「正義」という言葉が、
いずれもメロス
が王を意識する文脈の中で登場する言葉であったことに留意したい。一方セリヌンティウスに対しては、メロ 識のレベルを裏付ける行動が、以下のように続く。　　
 村を出て、
野を横切り、
森をくぐり抜け、
隣村に着いた頃には、
雨も止み、
日は高く昇つて、そろそろ暑くなつて来た。メロスは額の汗をこぶしで払ひ、ここまで来れば大丈夫、もはや故郷への未練は無い。妹たちは、きつと佳い夫婦になるだらう。私には、いま なんの気がかりも無い筈だ。まつ
す
ぐ
に
王
城
に
行
き
着
け
ば、
そ
れ
で
よ
い
の
だ。
そ
ん
な
に
急
ぐ
必
要
も
無
い。
ゆつくり歩かう、と持ちまへの呑気さを取り返し、好きな小歌をいい声で歌ひ出した。ぶらぶら歩い 二里行き三里行き、そろそろ全里程の半ばに到達した頃、降つて湧いた災難、メロスの足 はたと とまつた。
　
シラーの「人質」のメロスが︿そして三日目の朝、夜もまだ明けきらぬうち
に／急いで妹を夫といつしよにした彼
は／気もそぞろに帰路をいそいだ／日限
の
き
れ
る
の
を
怖
れ
て
﹀
⑼と
あ
る
よ
う
に、
妹
を
嫁
が
せ
る
や
友
人
の
命
を
慮
っ
て
帰
路
を
急
い
で
い
る
の
に
対
し
て、
︿
け
ふ
は
是
非
と
も、
あ
の
王
に、
人
の
信
実
の
存
す
る
と
こ
ろ
を
見
せ
て
や
ら
う。
﹀
と
出
立
時
に
思
っ
た
メ
ロ
ス
は、
友
人
が
身
代
わ
り
に
捕
ら
わ
れているにも関わらず、
︿そんなに急ぐ必要も無い。ゆつくり歩かう﹀と、
︿好
きな小歌をいい声で歌ひ﹀ながら、一〇キロ以上も︿ぶらぶら歩いて﹀いるので
あ
る
近
藤
周
吾
も、
︿
メ
ロ
ス
を
信
じ
て
命
を
預
け
た
セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
身
か
ら
すれば、これはあまりにも脳天気過ぎて不可解極まりない行動とは言えないだろうか。それとも、そういう男だと知り抜いた上でセリヌンティウスは人質になったのか。いず にしても、この田舎育ちの主人公には自らを厳しく律する西洋的な倫理が欠如している。
﹀
⑽と厳しく指摘する。
　
しかし、これもメロスが王との約束を守ることを優先し、人質になっている
セリヌンティウスを軽視していることの表れであると考えれば見易い。言い換えれば、メロスは友人の命がけの信頼に応えることよりも、王と約束した夕刻までに王城へ帰り着き、
王へ︿人の信実の存するところを見せてや﹀ることで、
王に信実を示し自身の名誉を守ることを考え いるのであり、そ 遂行を確実視できる今、親友が人質に っているこ を 殊更意識する必要はなかったのである。　
そ
の
後、
周
知
の
よ
う
に
メ
ロ
ス
は
洪
水
で
氾
濫
す
る
河
川、
山
賊
の
襲
撃
に
遭
遇
し、
辛うじて切り抜けるものの 最後に自身 身
体的疲労から来る︿勇者に不似合
ひな不貞腐れた根性﹀の出現の前に、精も根も尽き果 しま 。　　　
 身体疲労すれば、精神も共にやられる。もう、どうでもいいといふ、勇者に不似合ひな不貞腐れた根性が、心の隅に巣喰つた。私は、これ
ほ
ど努力
したのだ。約束を破る心は、みぢんも無かつた。神も照覧、私は精一ぱいに努めて来たのだ。動けなくなるまで走つて来たのだ。私は不信の徒では無い。ああ、できる事なら私の胸を截ち割つて、真紅の心臓をお目に掛けたい。愛と信実の血液 けで動いてゐ この心臓を見せてやり い。けれども私は、この大事な時に、精も根も尽きたのだ。
　
疲
労
で
倒
れ
伏
し
た
メ
ロ
ス
は、
︿
神
も
照
覧、
私
は
精
一
ぱ
い
に
努
め
て
来
た
の
だ。
動けなくなるま 走つて来たのだ。
﹀
と述べているが、
その実
︿ぶらぶら歩いて﹀
いたことを読者は知っている。メロスに意識されているのは、実際はどうであろうと、
自分が約束を守るべく︿努力した﹀ことで
あって、
人質のセリヌンティ
ウスの身の上ではない。この意味において、人質になっ セリヌンティウス を意識できて かという点では、メロスの態度は︿愛と信実 から遠いものであっ 。言い換えれば、メロスの自己中心性は、ここ も一貫しているのである。ここま の一連 メロスの言動からは、自分の弱さに打ち負かさ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
身
勝
手
な
男
の
姿
が
認
め
ら
れ
る
だ
け
で、
︿
勇
者
﹀
と
い
う
言
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葉も読者には皮肉としか読めない。　
しかし、そんな中でもメロスの意識は、以下のように次第にセリヌンティウ
スと彼からの信頼へ向かい始めていることが分かる。　　
 セリヌンテイウスよ、ゆるしてくれ。君は、いつでも私を信じた。私も君を、欺かなかつた。私たちは、本当に佳い友と友であつたのだ。いちどだつ
て、
暗
い
疑
惑
の
雲
を、
お
互
ひ
胸
に
宿
し
た
こ
と
は
無
か
つ
た。
い
ま
だ
つ
て、
君は私 無心に待つてゐるだらう。ああ、
待つてゐるだらう。ありがたう、
セリヌンテイウス。よくも私を信じてくれた。それを思へば、
たまらない。
友と友の間の信実は、この世で一ばん誇るべき宝なのだからな。
　
この後、
︿やんぬる哉。
―
四肢を投げ出して、うとうと、まどろんでしま﹀
うものの、メロスは水音を聞いて泉の清水を一口飲み、疲労の回復とともに気力を取り戻す。この時メロスの意識に、大きな変化が生じている事に着目したい。　　
 日没までには、まだ間がある。私を
、待つてゐる人があるのだ。少しも疑
は
ず、
静
か
に
期
待
し
て
く
れ
る
人
が
あ
る
の
だ。
 私
は、
信
じ
ら
れ
て
ゐ
る。
私
の命なぞは、問題ではない。死んでお詫び、なぞと気のいい事は言つ 居られぬ。
私は、
信頼に報いなければならぬ。
いまはただその一事だ。
走れ！
メロス。
　　
 　
私は信頼されてゐる。私は信頼されてゐる。先刻の、
あの悪魔の囁きは、
あれは夢だ。悪い夢だ。忘れてしまへ。
　
既述したように、ここに至るまでのメロスは、王に対して信実を示すために
走っていた。言い換えれば、約束通り戻っても死刑に処せられるにもかかわらず、王と交わした約束を守るべく自分の名誉をかけて走っていたのである。しか
し、
泉
の
水
を
一
口
飲
ん
だ
後、
再
び
歩
き
は
じ
め
た
メ
ロ
ス
は、
︿
肉
体
の
疲
労
恢
復
と共に、わづかながら希望が生まれた。義務遂行の希望である。わが身を殺して、
名
誉
を
守
る
希
望
で
あ
る。
﹀
と、
そ
れ
ま
で
の
よ
う
に
自
身
の
名
誉
を
意
識
し
な
が
らも、次には︿私を、待つてゐ
る人があるのだ。少しも疑はず、静かに期待し
て
く
れ
る
人
が
あ
る
の
だ。
﹀
と
述
べ
る
よ
う
に
な
る。
こ
こ
で
メ
ロ
ス
が
い
う︿
待
つ
て
ゐる人﹀というのは、ディオニスではなく、セリヌンティウスその人であることは言を俟たない。メロスの意識の正面にようやくセリヌンティウスが据えられ
た
の
で
あ
る。
そ
し
て、
メ
ロ
ス
は︿
私
は、
信
じ
ら
れ
て
ゐ
る。
﹀、︿
私
は、
信
頼
に
報いなければならぬ。
﹀、︿私は信頼されてゐる。
﹀と繰り返すようになる。つま
り、王との約束の刻限までに王城へ帰還して約束を果たすことで命を救うという約束を、
セリヌンティウスから︿信じられてゐる﹀ことを自覚したメロスは、
その︿信頼に報い﹀るために走るようになったのである。　
明
ら
か
な
よ
う
に
こ
こ
に
は、
デ
ィ
オ
ニ
ス
と
の
約
束
を
果
た
す
こ
と
で
信
実
を
示
し、
自分の名誉を守るために走 メロスから、セリヌンティウ の命がけの信頼に応えるために走るメロスへの変容が認められる。王と 約束 履行 ︿若い時か
ら
名
誉
を
守
れ。
﹀
と
い
う
メ
ロ
ス
自
身
の
名
誉
意
識
と
結
び
つ
い
た、
自
己
中
心
的
な
理由に基づくものであ が セリヌンティウ
スからの信頼に報いようとするの
は、
他
者
と
の︿
愛
と
信
実
﹀
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る。
︿
信
頼
さ
れ
て
ゐ
る
﹀
こ
と
を
強調した表現が繰り返されることで 読者にはメロスの変容が強く意識されることになる。 くしてメロスは、自分の弱 心から立ち直 と同時に、セリヌンティウスからの信頼を意識した真の意味での︿愛と信実 に覚醒した いえるのである。
　　
三、
﹁もつと大きい大きい︵恐ろしく大きい︶もの﹂
　
考察の対象の最後は、刑場へ向かうメロスの前にセリヌンティウスの弟子の
フィロストラトスが現れ、メロスを押しとどめようとした場面 、メロスの以下の発言である。　　　
 「やめて下さい。
走るのは、
やめて下さい。
いまはご自分のお命が大事です。
あの方は、あなたを信じて居りました。刑場に引き出されても、平気でゐました。王様が、さんざんあの方をからかつても、メロスは来ます、とだけ答へ、強い信念を持ちつづけ ゐる様子でございました。
」
　
　
 「そ
れ
だ
か
ら、
走
る
の
だ。
信
じ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
走
る
の
だ。
間
に
合
ふ、
間
に
合はぬは問題でな のだ。人の命も問題でないのだ 私は、なんだか、もつと大きい大きいもの︵木村注
―
﹃女の決闘﹄河出書房、昭和一五年六
月一五日より、
「恐ろしく大きいもの」と改められた。
︶の為に走つてゐる
太宰治「走れメロス」論
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つて、平和を望んでゐるのだが。
」
　
こ
の
よ
う
に「
信
じ
て
は、
な
ら
ぬ
」
こ
と
を、
︿
落
着
い
て
呟
き
﹀
溜
息
を
つ
く
王
に
対して、辛うじてメロスは︿人の心﹀が信じられることを証明してみせた。ただしそれは、メロスが結果的に約束を守れたから言うのではない。メロスとセリ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
殴
り
合
い、
相
抱
擁
す
る
場
面
を︿
群
衆
の
背
後
か
ら
二
人
の
様
を、
まじまじと見つめてゐた﹀ディオニスの姿に注目したい。　　
 「セ
リ
ヌ
ン
テ
イ
ウ
ス。
」
メ
ロ
ス
は
眼
に
涙
を
浮
べ
て
言
つ
た。
「
私
を
殴
れ。
ち
か
ら一ぱいに頬を殴れ。私は、途中で一度、悪い夢を見た。君 若し私を殴つてくれなかつたら、私は君と抱擁する資格さへ無いのだ。殴れ
」
　
この場面も、
「人質」にはない太宰の創作箇所である。二人はそれぞれ、
︿私
は、途中で一度、悪い夢を見た﹀
、︿私はこの三日の間、たつた一度だけ、ちら
と
君
を
疑
つ
た。
生
れ
て、
は
じ
め
て
君
を
疑
つ
た。
﹀
と︿
人
の
心
﹀
の
弱
さ
を
そ
れ
ぞ
れ告白しながら、それを克服してい こ も、併せてディオニ の眼前で見せて
い
た
の
で
あ
る。
︿
人
の
心
﹀
を
信
じ
ら
れ
ぬ
こ
と
を
理
由
に、
家
族・
親
族
を
殺
害
し
てきた王は、その心の弱さを克服する強さを持つことを 群衆を前にした二人の
男
達
の
対
話
か
ら
気
づ
か
さ
れ
た
こ
と
に
な
る。
︿
ど
う
か、
わ
し
も
仲
間
に
入
れ
て
く
れまいか。どうか わしの願ひを聞き入れて、お へらの仲間の一人にして
ほ
しい。
﹀という王の懇願は、二人の仲間になることで、
︿人の心﹀の弱さを克服
しようとする姿勢を群衆に見せたことになる。ゆえに、
群衆たちは歓声を上げ、
「万歳、王様万歳。
」と叫ぶのである。
　
かくして「走れメロス」は、メロスが王との約束を守って身代わりの人質に
した親友の命を救うミッションを通じて 単に友情の大切さを表現することよりも、他者から︿信頼され ゐる﹀こ の意義深さ 自覚することや、そのとを通じて
︿人の心﹀
の弱さを克服することを物語っ
ていたことが読み取れる。
主人公メロスは、正義感は持つが︿単純な男﹀ゆえ 自己中心的な言動を繰り返していたが、身代わりの人質になったセリヌンティウスからの信頼を自覚した
こ
と
で︿
人
の
心
﹀
の
弱
さ
を
克
服
し、
デ
ィ
オ
ニ
ス
の
心
さ
え
も
動
か
し
た
こ
と
で、
真の「勇者」へ成長 のである。
　　
四、まとめ
　
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に、
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
は、
正
義
感
が
強
い
も
の
の
短
絡
的
で
自
己中心的な言動をとるメロスが、暴君ディオニスと交わした約束の履行の過程で、
王との約束よりもセリヌンティウスからの信頼を意識するようになり、
︿信
頼
さ
れ
て
ゐ
る
﹀
こ
と
の
意
味
を
発
見・
獲
得
し、
自
分
の
心
に
打
ち
克
つ
物
語
で
あ
る。
正義感 猛進するだけのメロスが、
途中で苦難に挫けそうになる弱い︿人の心﹀
を持った不完全な人間であるがゆえに、再起した後、セリヌンティウスの命がけの信頼に応えようと必死になって走る姿は、読者の共感を得やすい。特に国語科教材としては、自他の人
間関係を意識するようになる思春期の中学生を対
象に、メロスが変容を遂げる箇所として本論で留意した「信頼さ
、
れ、
る、
」表現と
その意味を意識して指導することは、内容面が少々道徳的にはなるが、日常での人間関係を顧みる意味でも有意な学びの機会とな はずである。またそれが「走
れ
メ
ロ
ス
」
を
読
み
な
お
す
意
味
で
も、
重
要
な
観
点
と
考
え
る。
そ
れ
は、
明
治
期
以来のイデオロギーとしての「友情」を重視する読み方から 人間相互 「信頼」関係、それも「信頼される」ことを意識した関係 内実を重視する み方への転換を意味するだろう。　
身近な人間関係から、国民と政治家の関係に至るまで、他者から「信じら
、
れ、
て、
い、
る、
」ことの重みや意味を理解している人間こそが、真の「勇者」であると
い
え
る。
メ
ロ
ス
と
セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス
か
ら
そ
の
こ
と
を
学
ん
だ
暴
君
デ
ィ
オ
ニ
ス
も、
そ
の
姿
勢
を
シ
ラ
ク
ス
の
群
衆
か
ら
信
じ
ら、
れ、
た
こ
と
で、
再
生
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
きっかけを得
ることになった。メロスの
︿信頼されてゐる﹀
ことへの気づきは、
「世界」を大きく変えることになったのである。
　注
　
⑴
 　
山内祥史「解題」
︵﹃太宰治全集﹄第三巻、一九八九年一〇月二五日、筑
摩書房、四三二頁︶
　
⑵
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⑶
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⑷
 　
東
郷
克
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﹃
走
れ
メ
ロ
ス
﹄
の
文
体
」︵「
月
刊
国
語
教
育
」
第
一
巻
第
三
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のだ。ついて来い！
　
フイロストラトス。
」
　
メ
ロ
ス
が
再
び
走
り
は
じ
め
た
時、
︿
私
は、
信
頼
に
報
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ。
い
ま
は
た
だ
そ
の
一
事
だ。
走
れ！
　
メ
ロ
ス。
﹀
と
自
身
に
語
り
か
け
て
い
た
よ
う
に、
こ
こ
で
も
︿「いまはご自分のお命が大事です」
﹀
というフィロストラトスの言葉に、
︿「信
じられてゐるから走るのだ。
」﹀とメ スは動じない。この時のメロスには、友
の信頼に応えるということだけではない、
︿「私は、なんだか、もつと大きい大
きいもの︵恐ろしく大きいも ︶の為に走つてゐるのだ。
」﹀と語るようなもの
が視野に入ってきているのである。　
こ
こ
で
メ
ロ
ス
が
述
べ
る「
も
つ
と
大
き
い
大
き
い
も
の︵
恐
ろ
し
く
大
き
い
も
の
︶」
に該当する表現も、
シラーの
「人質」
では認められない。相馬正一は、
︿ギリシャ
神
話
の
最
高
神
ゼ
ウ
ス
﹀
⑾
を
想
定
し
て
い
る
が、
ゼ
ウ
ス
の
登
場
は︿
「
信
じ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
走
る
の
だ。
」﹀
と
い
う
メ
ロ
ス
の
発
言
と
整
合
し
な
い。
む
し
ろ︿
「
信
じ
ら
れ
て
ゐるから走
るのだ。
」﹀という理由は、王との約束を意識していたメロスが、今
はセリヌンティウスのため 走 いるという解釈の文脈においてこそ整合する
よ
う
に
思
わ
れ
る。
そ
の
意
味
で、
戸
松
泉
に
よ
る、
︿
こ
の「
も
つ
と
大
き
い
大
き
い
もの」とはメロスとセリヌンテイウス 二人の間に結ばれた︿信頼﹀を指しい
る
と
考
え
る
他
な
い。
﹀
⑿
と
い
う
見
解
は
穏
当
な
も
の
で
あ
る。
一
方
で、
田
島
伸
夫
の︿
こ
の
作
品
の
す
ぐ
れ
た
点
は、
「
愛
と
誠
」
と
か「
信
実
」
と
か
い
う「
主
題
」
に
あ
るのではなく、主人公自らが、そういう「ことば」
―
ひとつの虚偽、虚飾を
はねとばして走るところにある 言えま 。
「愛」とか「信実」とかいう美名、
体面とか名誉とかいう飾りを捨て去ったとき、メロスは 真に勇気あるものし
て
の
姿
を
あ
ら
わ
し
ま
す。
﹀
⒀と
の
見
解
も
あ
る。
田
島
論
を
支
持
す
る
斎
藤
理
生
も、
︿フィロストラトスとの会話でメロスは、もはや友情のためというよりも、
「な
ん
だ
か、
も
っ
と
恐
ろ
し
く
大
き
い
も
の
」
の
た
め
に、
「
わ
け
の
わ
か
ら
ぬ
大
き
な
力
」
に
よ
っ
て
走
っ
て
い
る
と
言
う。
従
来
こ
れ
ら
の
言
葉
は
し
ば
し
ば「
神
」
だ
の「
信
実
」
だのを指していると言われてきた。しかし重要なこ は、田島伸夫氏が指摘するよう 、ここで彼が「友情」
「愛」
「信実」といったそれまで持っていた言葉
では表現できない何かに直 している いうこ だ。
﹀
⒁と述べる。
　
見てきたように王との約束を意識して、
信実や名誉を意識していたメロスが、
︿
信
じ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
走
る
の
だ。
﹀
と
述
べ
る
よ
う
に
変
化
し
た
文
脈
を
勘
案
す
る
と、
本論では︿それまで持っ いた言葉で 表現 き 何か﹀
︵斎藤理生︶とは、
「
他
者
か
ら
信
じ
ら、
れ、
る、
こ
と
へ
の
畏
怖
」
と
解
釈
し
た
い。
試
み
に、
セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
スのように自分のために命を預けてくれる友人・家族が、果たしてどれくらいいるかを自問してみると良いだろう。あるいは他人を、人はどれくらい本気で信じることができるであろうか。例えば、メロスの頼みを聞き入
れたディオニ
ス
と
メ
ロ
ス
の
間
の
約
束
は
形
式
的
な
も
の
で、
信
頼
に
根
ざ
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た。
セリヌンティウスの命は、そ よ な相互の信頼に根ざさない約束に懸かっていたのである。し しセリヌンティウスは、親友とはいえ短絡的で自己中心的なメロスに、自分の命を預けたの る。そのメロスは、これまで見てきたように、王と 約束は意識していたが、身代わりの人質になってくれた親友を思う事は、途中まで
ほ
とんどなかった。不信が昂じて親族でさえ殺害する暴虐な
王に命を預ける いう危険極まる状況を受け入れ、メロスの言葉を信じて身代わりの人質に った メロスに向けた信頼は、たとえようもなく重く畏怖すべきものといえ だろう。そしてそのように信頼してくれ 他者を、どれくらいの人が友人としてい だろう。　
か
く
し
て、
「
他
者
か
ら
信
じ
ら、
れ、
る、
こ
と
」
の
意
味、
そ
の
稀
有
で
畏
怖
す
べ
き
価
値
に気づいたとき、メロス 約束に︿間に合
ふ﹀ことや︿人の命﹀よりも、セリ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス
か
ら
命
が
け
で︿
私
は
信
頼
さ
れ
て
ゐ
る。
﹀
こ
と
の
方
が︿
も
つ
と
大
き
い
大
き
い
も
の︵
恐
ろ
し
く
大
き
い
も
の
︶﹀
と
理
解
さ
れ
た
の
で
あ
る。
自
己
と
は
繋
が
りのない他者から、その命や存在、未来を含めた人生そ も を預けられるという重みと意味がセリヌンティウスからの「信頼」の内実であ こと、自分と相手が「信じる」 同士ではなく、自分と相手 信じら
、
れ、
る、
ことの大切さが分
かっており、互いが「信頼される」者同士であると う関係の大切さを、人間不
信
を
抱
え
る
王
や
シ
ラ
ク
ス
の
人
々
に
教
え
る
た
め
に、
メ
ロ
ス
は
戻
ら
ね
ば
な
ら
な
かった。　
そ
も
そ
も
メ
ロ
ス
に
対
し
て、
︿「︵
前
略
︶
お
ま
へ
に
は、
わ
し
の
孤
独
の
心
が
わ
か
ら
ぬ。
」﹀と応じたディオニスは、メロスが、
︿「人の心を疑ふのは、最も恥づべき
悪徳だ。王は、民の忠誠をさへ疑つて居られる。
」﹀と批判するのを承けて、以
下のように自身の不信につ て説明していた。　　
 　「
疑
ふ
の
が、
正
当
の
心
構
へ
な
の
だ
と、
わ
し
に
教
へ
て
く
れ
た
の
は、
お
ま
へ
たちだ。人の心は、
あてにならない。人間は、
もともと私欲のかたまりさ。
信じては、ならぬ。
」暴君は落着いて呟き、
ほ
つと溜息をついた。
「わしだ
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つて、平和を望んでゐるのだが。
」
　
こ
の
よ
う
に「
信
じ
て
は、
な
ら
ぬ
」
こ
と
を、
︿
落
着
い
て
呟
き
﹀
溜
息
を
つ
く
王
に
対して、辛うじてメロスは︿人の心﹀が信じられることを証明してみせた。ただしそれは、メロスが結果的に約束を守れたから言うのではない。メロスとセリ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
殴
り
合
い、
相
抱
擁
す
る
場
面
を︿
群
衆
の
背
後
か
ら
二
人
の
様
を、
まじまじと見つめてゐた﹀ディオニスの姿に注目したい。　　
 「セ
リ
ヌ
ン
テ
イ
ウ
ス。
」
メ
ロ
ス
は
眼
に
涙
を
浮
べ
て
言
つ
た。
「
私
を
殴
れ。
ち
か
ら一ぱいに頬を殴れ。私は、途中で一度、悪い夢を見た。君 若し私を殴つてくれなかつたら、私は君と抱擁する資格さへ無いのだ。殴れ
」
　
この場面も、
「人質」にはない太宰の創作箇所である。二人はそれぞれ、
︿私
は、途中で一度、悪い夢を見た﹀
、︿私はこの三日の間、たつた一度だけ、ちら
と
君
を
疑
つ
た。
生
れ
て、
は
じ
め
て
君
を
疑
つ
た。
﹀
と︿
人
の
心
﹀
の
弱
さ
を
そ
れ
ぞ
れ告白しながら、それを克服してい こ も、併せてディオニ の眼前で見せて
い
た
の
で
あ
る。
︿
人
の
心
﹀
を
信
じ
ら
れ
ぬ
こ
と
を
理
由
に、
家
族・
親
族
を
殺
害
し
てきた王は、その心の弱さを克服する強さを持つことを 群衆を前にした二人の
男
達
の
対
話
か
ら
気
づ
か
さ
れ
た
こ
と
に
な
る。
︿
ど
う
か、
わ
し
も
仲
間
に
入
れ
て
く
れまいか。どうか わしの願ひを聞き入れて、お へらの仲間の一人にして
ほ
しい。
﹀という王の懇願は、二人の仲間になることで、
︿人の心﹀の弱さを克服
しようとする姿勢を群衆に見せたことになる。ゆえに、
群衆たちは歓声を上げ、
「万歳、王様万歳。
」と叫ぶのである。
　
かくして「走れメロス」は、メロスが王との約束を守って身代わりの人質に
した親友の命を救うミッションを通じて 単に友情の大切さを表現することよりも、他者から︿信頼され ゐる﹀こ の意義深さ 自覚することや、そのとを通じて
︿人の心﹀
の弱さを克服することを物語っ
ていたことが読み取れる。
主人公メロスは、正義感は持つが︿単純な男﹀ゆえ 自己中心的な言動を繰り返していたが、身代わりの人質になったセリヌンティウスからの信頼を自覚した
こ
と
で︿
人
の
心
﹀
の
弱
さ
を
克
服
し、
デ
ィ
オ
ニ
ス
の
心
さ
え
も
動
か
し
た
こ
と
で、
真の「勇者」へ成長 のである。
　　
四、まとめ
　
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に、
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
は、
正
義
感
が
強
い
も
の
の
短
絡
的
で
自
己中心的な言動をとるメロスが、暴君ディオニスと交わした約束の履行の過程で、
王との約束よりもセリヌンティウスからの信頼を意識するようになり、
︿信
頼
さ
れ
て
ゐ
る
﹀
こ
と
の
意
味
を
発
見・
獲
得
し、
自
分
の
心
に
打
ち
克
つ
物
語
で
あ
る。
正義感 猛進するだけのメロスが、
途中で苦難に挫けそうになる弱い︿人の心﹀
を持った不完全な人間であるがゆえに、再起した後、セリヌンティウスの命がけの信頼に応えようと必死になって走る姿は、読者の共感を得やすい。特に国語科教材としては、自他の人
間関係を意識するようになる思春期の中学生を対
象に、メロスが変容を遂げる箇所として本論で留意した「信頼さ
、
れ、
る、
」表現と
その意味を意識して指導することは、内容面が少々道徳的にはなるが、日常での人間関係を顧みる意味でも有意な学びの機会とな はずである。またそれが「走
れ
メ
ロ
ス
」
を
読
み
な
お
す
意
味
で
も、
重
要
な
観
点
と
考
え
る。
そ
れ
は、
明
治
期
以来のイデオロギーとしての「友情」を重視する読み方から 人間相互 「信頼」関係、それも「信頼される」ことを意識した関係 内実を重視する み方への転換を意味するだろう。　
身近な人間関係から、国民と政治家の関係に至るまで、他者から「信じら
、
れ、
て、
い、
る、
」ことの重みや意味を理解している人間こそが、真の「勇者」であると
い
え
る。
メ
ロ
ス
と
セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス
か
ら
そ
の
こ
と
を
学
ん
だ
暴
君
デ
ィ
オ
ニ
ス
も、
そ
の
姿
勢
を
シ
ラ
ク
ス
の
群
衆
か
ら
信
じ
ら、
れ、
た
こ
と
で、
再
生
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
きっかけを得
ることになった。メロスの
︿信頼されてゐる﹀
ことへの気づきは、
「世界」を大きく変えることになったのである。
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